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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第110期

中間連結会計期間
第111期

中間連結会計期間
第110期

会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2024年４月１日
至 2025年３月31日

売上高 （百万円） 45,451 45,868 90,510

経常利益 （百万円） 4,286 5,075 9,154

親会社株主に帰属する中間

（当期）純利益
（百万円） 6,091 3,870 9,060

中間包括利益又は包括利益 （百万円） △394 5,141 4,554

純資産額 （百万円） 94,396 98,311 95,786

総資産額 （百万円） 127,215 130,722 128,161

１株当たり中間（当期）

純利益
（円） 214.65 137.45 320.25

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 74.2 75.2 74.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 3,075 5,674 7,751

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 512 △4,316 △3,622

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △4,003 △3,216 △8,242

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（百万円） 34,316 29,041 30,843

（注）１ 当社は中間連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２ 潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりま

せん。

３ １株当たり中間（当期）純利益の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、株式付与ＥＳＯＰ信託の

導入に伴い、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託付与ＥＳＯＰ信託口・80079口）が保有する当

社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 財政状態

当中間連結会計期間末は、流動資産が938百万円減少、固定資産が3,500百万円増加したことから、総資産は前

連結会計年度末比2,561百万円増加の130,722百万円となりました。

負債は、流動負債が134百万円増加、固定負債が98百万円減少したことから、前連結会計年度末比35百万円増

加の32,411百万円となりました。

純資産は、利益剰余金が1,162百万円増加、その他の包括利益累計額が1,271百万円増加したことから、前連結

会計年度末比2,525百万円増加の98,311百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の74.7％から75.2％となりました。

 

② 経営成績

当中間連結会計期間における世界経済は、米中貿易摩擦や関税政策の影響で不透明感が強まり、主要国の成長

率は軒並み鈍化しました。インフレは一部地域で落ち着きを見せつつも、米国の関税政策や各国の金融政策の方

向性の不透明さなど、政策面での不確実性に加え、ウクライナ情勢や中東の緊張など地政学的リスクも依然とし

て懸念されており、今後の見通しも予断を許さない状況が続くと見込まれます。

このような環境のなか、変化にぶれない強い企業体質の確立を進め、2030年度の「ありたい姿」の実現に向

け、2024年度から2026年度までの３年間を計画期間とする「'24中期経営計画」を2024年５月14日に公表いたし

ました。当該期間を成長加速期間として収益性、資本効率性、設備投資額、株主還元、ＥＳＧの各々にＫＰＩを

設定し、これらの達成に向け取り組んでおります。

当中間連結会計期間の当社グループの業績は、売上高45,868百万円（前年同期比0.9％増）、営業利益4,597百

万円（前年同期比1.1％増）、経常利益5,075百万円（前年同期比18.4％増）、親会社株主に帰属する中間純利益

は、3,870百万円（前年同期比36.5％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

〔国内ベルト〕

自動車部品分野では、売上高が減少しました。新車向け電動ユニット（ＥＰＳなど）駆動用ベルトの販売は堅

調に推移しましたが、補修向けの販売が低調に推移したことから、前年同期を下回る結果となりました。

産業機械分野では、売上高が増加しました。伝動ベルトの販売が農業機械、射出成形機、ロボット向けの需要

復調により増加しました。また、樹脂コンベヤベルトの販売も物流倉庫や食品工場向けで順調に推移しました。

以上の結果、当セグメントの売上高は14,744百万円（前年同期比3.8％増）、セグメント利益は3,520百万円

（前年同期比16.3％減）となりました。

 

〔海外ベルト〕

自動車部品分野では、前年同期並みの結果となりました。四輪車向け電動ユニット（ＥＰＳなど）駆動用ベル

トや、電動二輪車向け後輪駆動用ベルトなどの電動化対応製品の販売は堅調に推移しました。一方で、米国市場

の多用途四輪車向け製品は、顧客の生産調整の影響を受け、販売が低調となりました。

産業機械分野では、売上高が増加しました。農用市場における新製品の投入や新規顧客の獲得が奏功しまし

た。また、東南アジアでは市中在庫の調整が進み、解消に向かっています。

以上の結果、当セグメントの売上高は24,701百万円（前年同期比0.7％増）、セグメント利益は2,119百万円

（前年同期比20.0％増）となりました。
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〔建設資材〕

建築分野向けでは、施工現場の人手不足の影響を受け、売上高が減少しました。土木遮水分野向けでは、前年

同期に比べ大型の工事物件が少なかったことから、売上高が減少しました。土木防水分野向けでは、浄水場関連

の工事物件が寄与し、売上高が増加しました。

以上の結果、当セグメントの売上高は3,424百万円（前年同期比8.1％減）、セグメント利益は90百万円（前年

同期比67.9％減）となりました。

 

〔その他〕

報告セグメント以外のその他には、エンジニアリング ストラクチュラル フォーム、電子材料、仕入商品など

が含まれております。電子材料分野では、半導体及び電子部品向けの導電性ペースト材の新規用途の開拓や新規

顧客の獲得が奏功し、売上高が増加しました。

その他の売上高は2,998百万円（前年同期比0.4％増）、セグメント利益は178百万円（前年同期比35.5％増）

となりました。

 

（注） 上記の各セグメントにおける売上高は外部顧客への売上高を記載しており、セグメント利益はセグメント

間取引消去前の金額を記載しております。

なお、セグメント利益は、営業利益ベースの数値であります。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、前中間連結会計期間と比較して2,599百万円増加の5,674百万円の収入と

なりました。主な要因は、前中間連結会計期間と比較して税金等調整前中間純利益が2,944百万円減少した反面、

投資有価証券売却益が3,033百万円、法人税等の支払額が789百万円、移転補償金が701百万円それぞれ減少したこ

とによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、前中間連結会計期間と比較して4,828百万円減少の4,316百万円の支出と

なりました。主な要因は、前中間連結会計期間と比較して投資有価証券の売却による収入が3,105百万円減少、有

形固定資産の取得による支出が800百万円増加したことによるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、前中間連結会計期間と比較して787百万円増加の3,216百万円の支出とな

りました。主な要因は、前中間連結会計期間と比較して配当金の支払額が839百万円、自己株式の取得による支出

が230百万円それぞれ減少したことによるものです。

営業、投資、財務の各活動によるキャッシュ・フローの合計額に為替換算差額57百万円を加算し、現金及び現金

同等物の減少額が1,801百万円となり、これに期首残高30,843百万円を加算した結果、現金及び現金同等物の当中

間連結会計期間末残高は29,041百万円となりました。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(5) 研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,668百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2025年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2025年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,104,198 31,104,198
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数は100株で

あります。

計 31,104,198 31,104,198 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2025年４月１日

～2025年９月30日
－ 31,104 － 8,150 － 2,037
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(5)【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区赤坂１丁目８番１号 4,084 14.47

星友持株会 神戸市長田区浜添通４丁目１番21号 1,188 4.21

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 1,170 4.15

株式会社日本カストディ銀行(信託口） 東京都中央区晴海１丁目８番12号 849 3.01

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

（常任代理人 日本マスタートラスト

信託銀行㈱）

東京都千代田区丸の内１丁目４番５号

（東京都港区赤坂１丁目８番１号）
686 2.43

三ツ星ベルト社員持株会 神戸市長田区浜添通４丁目１番21号 563 2.00

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 542 1.92

三信株式会社 東京都中央区八丁堀２丁目25番10号 500 1.77

ＫＩＳＣＯ株式会社 大阪市中央区伏見町３丁目３番７号 412 1.46

小田　芳裕 神戸市東灘区 340 1.21

計 － 10,338 36.62

（注）１ 上記のほか当社所有の自己株式2,874千株があります。

２ 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）     4,084千株

株式会社日本カストディ銀行（信託口）                 849千株
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(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 2,874,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,069,200 280,692 －

単元未満株式 普通株式 160,798 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  31,104,198 － －

総株主の議決権  － 280,692 －

（注）１「完全議決権株式（その他）欄の普通株式には、株式付与ＥＳＯＰ信託導入に伴い、日本マスタートラスト信

託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・80079口）が保有する当社株式が56,740株（議決権567個）が含

まれております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式57株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2025年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

三ツ星ベルト㈱

神戸市長田区浜添通

４丁目１番21号
2,874,200 － 2,874,200 9.24

計 － 2,874,200 － 2,874,200 9.24

（注）１ 2025年６月27日開催の取締役会決議に基づき、2025年７月14日に実施した譲渡制限付株式報酬としての自己

株式の処分により、自己株式が26,772株減少しております。

２ 株式付与ＥＳＯＰ信託の信託財産として日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託

口・80079口）が保有する当社株式56,740株は、上記自己株式等の数に含めておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１ 中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

(1)【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 31,584 30,211

受取手形、売掛金及び契約資産 18,983 19,915

商品及び製品 16,803 16,393

仕掛品 3,767 3,595

原材料及び貯蔵品 4,623 4,482

その他 1,583 1,785

貸倒引当金 △57 △32

流動資産合計 77,289 76,350

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 26,600 26,991

減価償却累計額 △17,270 △17,525

建物及び構築物（純額） 9,330 9,466

機械装置及び運搬具 52,840 54,230

減価償却累計額 △42,762 △43,637

機械装置及び運搬具（純額） 10,077 10,592

工具、器具及び備品 16,672 17,147

減価償却累計額 △14,392 △14,835

工具、器具及び備品（純額） 2,280 2,312

土地 4,016 4,027

リース資産 1,924 1,920

減価償却累計額 △424 △490

リース資産（純額） 1,499 1,429

建設仮勘定 5,024 6,571

有形固定資産合計 32,227 34,400

無形固定資産   

ソフトウエア 346 635

のれん 65 53

その他 328 50

無形固定資産合計 741 740

投資その他の資産   

投資有価証券 16,189 17,487

繰延税金資産 1,228 1,249

その他 494 504

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 17,903 19,232

固定資産合計 50,872 54,372

資産合計 128,161 130,722
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,646 9,599

短期借入金 2,303 2,303

１年内返済予定の長期借入金 1,000 1,000

未払金 3,211 3,369

未払法人税等 1,363 1,347

賞与引当金 841 1,149

製品保証引当金 192 197

その他 3,211 2,936

流動負債合計 21,768 21,903

固定負債   

長期借入金 2,000 1,500

長期未払金 150 103

繰延税金負債 5,945 6,253

退職給付に係る負債 1,501 1,658

資産除去債務 312 305

株式給付引当金 72 109

長期預り保証金 393 360

その他 231 216

固定負債合計 10,606 10,507

負債合計 32,375 32,411

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,150 8,150

資本剰余金 2,293 2,332

利益剰余金 71,042 72,205

自己株式 △5,960 △5,907

株主資本合計 75,526 76,780

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9,949 10,811

為替換算調整勘定 9,816 10,226

退職給付に係る調整累計額 493 493

その他の包括利益累計額合計 20,259 21,531

純資産合計 95,786 98,311

負債純資産合計 128,161 130,722

 

EDINET提出書類

三ツ星ベルト株式会社(E01098)

半期報告書

10/21



(2)【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 45,451 45,868

売上原価 31,275 31,716

売上総利益 14,176 14,151

販売費及び一般管理費 ※１ 9,627 ※１ 9,553

営業利益 4,548 4,597

営業外収益   

受取利息 225 207

受取配当金 258 303

その他 164 151

営業外収益合計 648 662

営業外費用   

支払利息 24 25

固定資産除却損 210 105

為替差損 648 0

その他 28 53

営業外費用合計 911 184

経常利益 4,286 5,075

特別利益   

投資有価証券売却益 3,402 369

移転補償金 ※２ 701 －

特別利益合計 4,103 369

税金等調整前中間純利益 8,389 5,445

法人税等 2,298 1,575

中間純利益 6,091 3,870

親会社株主に帰属する中間純利益 6,091 3,870
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 6,091 3,870

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5,395 861

為替換算調整勘定 △1,092 410

退職給付に係る調整額 1 △0

その他の包括利益合計 △6,486 1,271

中間包括利益 △394 5,141

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 △394 5,141

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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(3)【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 8,389 5,445

減価償却費 2,374 2,115

移転補償金 △701 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △25

賞与引当金の増減額（△は減少） 256 303

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 111 142

長期未払金の増減額（△は減少） △49 △46

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8 －

受取利息及び受取配当金 △483 △511

支払利息 24 25

為替差損益（△は益） 111 △31

有形固定資産売却損益（△は益） △8 △3

有形固定資産除却損 210 105

投資有価証券売却損益（△は益） △3,402 △369

売上債権の増減額（△は増加） △1,152 △1,131

棚卸資産の増減額（△は増加） 745 874

仕入債務の増減額（△は減少） △354 △164

その他 △946 173

小計 5,116 6,900

利息及び配当金の受取額 483 510

利息の支払額 △24 △25

法人税等の支払額 △2,500 △1,711

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,075 5,674

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,028 △1,186

定期預金の払戻による収入 1,155 747

有形固定資産の取得による支出 △3,321 △4,121

投資有価証券の取得による支出 △3 △53

投資有価証券の売却による収入 3,480 375

その他 231 △78

投資活動によるキャッシュ・フロー 512 △4,316

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △500 △500

自己株式の取得による支出 △230 △0

自己株式の処分による収入 229 －

配当金の支払額 △3,546 △2,707

その他 43 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,003 △3,216

現金及び現金同等物に係る換算差額 △313 57

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △728 △1,801

現金及び現金同等物の期首残高 35,045 30,843

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 34,316 ※ 29,041
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【注記事項】

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（中間連結損益計算書関係）

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
 

 
　前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
　　至 2024年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
　　至 2025年９月30日）

荷造運送費 1,587 百万円 1,552 百万円

従業員給料 3,049 百万円 3,137 百万円

賞与引当金繰入額 272 百万円 288 百万円

退職給付費用 122 百万円 119 百万円

減価償却費 600 百万円 380 百万円

 

※2 移転補償金

前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

一部の連結子会社の本社移転に伴う受取補償金であります。

 

当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

該当事項はありません。

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。
 

 
前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年９月30日）

現金及び預金勘定 34,958 百万円 30,211 百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △641 百万円 △1,169 百万円

現金及び現金同等物 34,316 百万円 29,041 百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月27日

定時株主総会
普通株式 3,546 125 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金

 

２ 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月８日

取締役会
普通株式 2,560 90 2024年９月30日 2024年12月４日 利益剰余金

（注）2024年11月８日開催の取締役会決議による配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与

ＥＳＯＰ信託・80079口）が保有する当社の株式に対する配当金５百万円が含まれております。

 

Ⅱ 当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月27日

定時株主総会
普通株式 2,707 96 2025年３月31日 2025年６月30日 利益剰余金

 

２ 基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月10日

取締役会
普通株式 2,540 90 2025年９月30日 2025年12月３日 利益剰余金

（注）2025年11月10日開催の取締役会決議による配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与

ＥＳＯＰ信託・80079口）が保有する当社の株式に対する配当金５百万円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

中間
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高         

外部顧客への売上高 14,204 24,534 3,726 42,465 2,986 45,451 － 45,451

セグメント間の内部売上高

又は振替高
7,016 1,082 5 8,104 614 8,718 △8,718 －

計 21,220 25,616 3,731 50,569 3,600 54,170 △8,718 45,451

セグメント利益 4,209 1,766 282 6,257 131 6,389 △1,840 4,548

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、電子材料、サービス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△1,840百万円には、セグメント間取引消去152百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,993百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３ セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

中間
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高         

外部顧客への売上高 14,744 24,701 3,424 42,869 2,998 45,868 － 45,868

セグメント間の内部売上高

又は振替高
6,581 936 0 7,518 883 8,402 △8,402 －

計 21,325 25,637 3,424 50,388 3,882 54,270 △8,402 45,868

セグメント利益 3,520 2,119 90 5,731 178 5,909 △1,311 4,597

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、電子材料、サービス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△1,311百万円には、セグメント間取引消去642百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,954百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３ セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報
 
Ⅰ 前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

     （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

日本 13,969 － 3,720 17,690 2,978 20,668

アジア 234 15,384 6 15,625 7 15,632

北米 － 6,206 － 6,206 0 6,207

その他の地域 － 2,943 － 2,943 － 2,943

顧客との契約から生じる収益 14,204 24,534 3,726 42,465 2,986 45,451

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 14,204 24,534 3,726 42,465 2,986 45,451

（注） 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エンジ

ニアリング ストラクチュラル フォーム、電子材料、サービス事業等を含んでおります。

 

Ⅱ 当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

     （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

日本 14,516 － 3,331 17,847 2,975 20,822

アジア 227 15,751 4 15,983 22 16,005

北米 － 6,134 88 6,223 0 6,224

その他の地域 － 2,815 － 2,815 0 2,815

顧客との契約から生じる収益 14,744 24,701 3,424 42,869 2,998 45,868

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 14,744 24,701 3,424 42,869 2,998 45,868

（注） 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エンジ

ニアリング ストラクチュラル フォーム、電子材料、サービス事業等を含んでおります。
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（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年９月30日）

１株当たり中間純利益 214円65銭 137円45銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益

（百万円）
6,091 3,870

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益（百万円）
6,091 3,870

普通株式の期中平均株式数（千株） 28,378 28,159

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

２．１株当たり中間純利益の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、株式付与ＥＳＯＰ信託の信託財産

として保有する当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。１株当たり中間純利益の算定

上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前中間連結会計期間19,000株、当中間連結会計期間56,839

株であります。

 

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、2025年11月10日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議しました。

 

１．自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するための財務戦略、及び2024年５月14日に公表しました

「'24中期経営計画」の株主還元策の一環として、自己株式の取得を行うものです。

 

２．取得の内容

（１） 取得対象株式の種類 当社普通株式

（２） 取得し得る株式の総数 350,000 株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 1.24％）

（３） 株式の取得価額の総額 1,000,000,000 円（上限）

（４） 取得期間 2025年11月11日～2026年１月30日

（５） 取得方法 東京証券取引所における市場買付

 

２【その他】

第111期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）中間配当については、2025年11月10日開催の取締役会におい

て、2025年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権者に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                  2,540百万円

② １株当たりの金額                                     90円

③ 支払請求権の効力発生日並びに支払開始日     2025年12月３日

（注）配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・80079口）が保有

する当社の株式に対する配当金５百万円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

 

2025年11月13日

三ツ星ベルト株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松  浦       大

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 栗  原  裕  幸

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三ツ星ベルト株

式会社の2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30

日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中

間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、三ツ星ベルト株式会社及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上

 

（注）１ 上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２ ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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